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新の統計処理の方法を採用している。英語教育学の論文は，Publication Manual of the American Psychological 

















とである。第 2点は，PVKの広さと深さが SPに与える影響について，広さの影響の方が強い SPの正確さと，
深さの中の反意語の知識の影響の方が強い側面（話すスピード）があることである。この結果により，日本
人英語初級者によるモノローグで準備時間を与えられない記述・比較の SPの関連において，PVKの広さの
他に深さ，特に反意語などの語と語の関係の知識も重要であるということがわかる。また，PVKは，SPを
4割程度説明できるという結果が出されているが，これはかなり大きな数値と考えられる。
　本論文は，EFLの日本人英語初級者（中学生・高校生）を対象として実証的に PVKの SPへの影響を調
べたことが注目すべき点であり，テストの妥当性，採点方法を緻密に検討することによって，日本人の初級
者の発表語彙知識とスピーキングの研究において少なからぬ意義を有し，労作であると言える。しかし，若
干の手直しと工夫が必要であろう。第一には，教育的示唆がありきたりであり，日本の中学生，高校生への
具体的な指導方法の提言が欠けている。第二に，コロケーションの採点に関して，本論文では，自由連結を
許容したために，その部分の分析結果が若干不明になってしまったので，habitually cooccurringと定義すれ
ば，統計結果もすっきりしたものになったであろう。第三に，be，do，haveをすべて機能語として扱ったが，
場面，意味に応じて，機能語・内容語の区別をすべきであろう。このような点を改善し，一層の精査と考察
と工夫を施すことによって，学術論文として完成度が一層高まることを期待したい。
　よって，著者は博士（言語学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
